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AMR対策啓発用ツールについて
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全国の病院や調剤薬局などで10月より順次掲出開始

『機動戦士ガンダム』を起用した薬剤耐性(AMR )
啓発用ポスター・リーフレットを作成

～キャッチフレーズは「ＡＭＲ対策いきまぁーす！」～

薬剤耐性(AMR)対策キャンペーンで厚生労働省×ガンダムがコラボレーション

厚生労働省と、国立国際医療研究センター病院AMR臨床リファレンスセンター(厚生労働省委託事業 以
下AMRCRC)は、ＡＭＲ対策キャンペーンとして、ロボットアニメの金字塔『機動戦士ガンダム』とコラボ
レーションし、ＡＭＲ対策啓発キャンペーンポスター・リーフレットを作成いたしました。
2018年3月まで期間限定で全国144ヶ所の自治体、保健所等、医療関連の学会・団体を通じて全国の病院や
調剤薬局など10月より順次掲出してまいります。一方、医療従事者の方々へはさらに、2017年6月に発表し
た「抗微生物薬適正使用の手引き」(ダイジェスト版)が完成。全国の医療機関・調剤薬局などへの配布をは
じめAMRCRC啓発サイト(http://amr.ncgm.go.jp/medics/2-7.html )で9月30日(土)よりダウンロードができ
るようになりますので、あわせてお知らせいたします。
※AMRとは、病原体が変化して抗生物質・抗菌薬が効かなくなることです。

▼厚生労働省×ガンダムコラボレーションの経緯・背景

現在、抗菌薬が効きにくい「薬剤耐性」（AMR）をもった細菌が世界的に

増えており、大きな問題になっています。その原因の一端に、本来、抗菌薬

の効かない風邪などのウイルス性の疾患にも抗菌薬を処方する抗菌薬の不必

要・不適切な使用が挙げられております。不適正な抗菌薬使用に対して何も

対策が講じられなければ、2050年には全世界で年間1,000万人が薬剤耐性菌

により死亡することが推定されており、国際社会でも大きな課題の一つに挙

げられています。日本においても、不適正使用が一定数存在することが推測

されるため、医療従事者だけでなく患者・患者家族に対して、AMRを自分事

として捉えてもらい、薬剤耐性菌を出さないためできることを、積極的に啓

発する必要があります。

そこで今回、「機動戦士ガンダム」とコラボレーションし、同作品の本編

中の名セリフ「アムロいきまぁーす！」にかけて「ＡＭＲ対策 いきまぁー

す！」をキャッチコピーとし、描き下ろしイラストを使用した啓発ツールを

作成しました。

「機動戦士ガンダム」は1979年の放映から今日に至るまで、アニメ・映画・

漫画・ゲーム・プラモデルなど多岐にわたってコンテンツが展開されており、

世代を越えて認知されています。「機動戦士ガンダム」のファンを始め、多

くの国民がAMR対策である抗生物質・抗菌薬の適正使用に関心を持つことを

期待して企画しました。

機動戦士ガンダム ©創通・サンライズ

【画像使用について】

画像ご使用の際は下記のクレジット表示をお願いします。

ＡＭＲ対策の啓発活動以外の用途では、ご使用をご遠慮申し上げます。また、ポスター・リーフレットの画像を加工・編集してのご使用も

固くお断り申し上げます。

表示クレジット：機動戦士ガンダム ©創通・サンライズ

※本件に関する掲載の可否・掲載予定日が決定いたしましたら下記広報事務局(info@kartz.co.jp)までご連絡くださいますようお願いします。

医療従事者向けに「抗微生物薬適正使用の手引き第一版(ダイジェスト版)」も配布。

【A2ポスター】
配布部数：約3,500枚
掲出期間：2017年10月～
掲出場所：全国の自治体、保健所、医療機関、

調剤薬局など

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞
AMR臨床リファレンスセンター広報事務局 担当：小石、佐藤、木下
TEL：03-6427-1627 FAX：03-6730-9713 E-Mail: info@kartz.co.jp

http://amr.ncgm.go.jp/medics/2-7.html
mailto:info@kartz.co.jp
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医療従事者向け「抗微生物薬適正使用の手引き第一版(ダイジェスト版)」

裏表

【内容】
1 急性気道感染症と急性下痢症について診断から治療まで丁寧に解説
2 患者・家族への説明を重視
全8ページ
9月30日(土)より啓発サイト(下記URL)からダウンロード可能です
http://amr.ncgm.go.jp/medics/2-7.html

サイズ：バイブルサイズ（天地170mm×左右95mm)
配布部数：約200,000部

配布期間：2017年10月～

配布場所：全国の病院や調剤薬局など

国立国際医療研究センター病院AMR臨床リファレンスセンター

厚生労働省

写真は、手引きの表紙イメージです。

【Ａ４リーフレット／表面／ポスター共通の図柄】
配布部数：約210,000枚
掲出期間：2017年10月～
掲出場所：全国の自治体、保健所、医療機関、

調剤薬局など

【Ａ４リーフレット／裏面】
抗生物質・抗菌薬への不必要・不適切な使用や
間違ったイメージの代表例と一般市民の方に
行動してほしいＡＭＲ対策を紹介しています。

機動戦士ガンダム©創通・サンライズ

＜抗微生物薬適正使用の手引き 第一版(ダイジェスト版)に関するお問合せ先＞
厚生労働省 健康局 結核感染症課 課長補佐 野田 博之(内線 2373) 

健康局 結核感染症課 課長補佐 高倉 俊二(内線 2935)
（代表電話） 03(5253)1111 （直通電話） 03(3595)2257

http://amr.ncgm.go.jp/medics/2-7.html

